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NA Way マガジン では、読者のみなさんが

参加されるのをお待ちしている。この年に４

回発行される定期刊行物によって、ぜひ、

世界中の仲間たちと分かち合いをしていた

だきたい。回復するなかでの経験はもちろ

んのこと、NAのさまざまなことに関する意見

や、これからの課題などについても投稿を

お待ちしている。ただし、投稿された原稿は

どれもみな、ナルコティクス アノニマス ワー

ルド サービス社に所有権があるものとされ

る。購読の予約、編集に対する意見のほ

か、著作権など実務的なことでの相談は、

PO BOX 9999, Van Nuys, CA 91409-9099 に

お問い合わせください。 

 NA Way マガジン は、NAメンバーがそれぞ

れに自分で経験したことや自分なりの意見

を紹介する雑誌である。ここにはNA全体の

意見は表明されていない。そしてもちろん、

ナルコティクス アノニマス、NA Way マガジン

またはナルコティクス アノニマス ワールド

サービス社によって支持されていると受け

取れるような記事も掲載されてはいない。ま

た、インターネットからNA Way マガジンを配

信することを希望する場合には、上記のアド

レスに手紙をいただくか、naway@na.orgにe

メールをいただきたい。 

 NA Way マガジン（The NA Way Magazine： 

ISSN 1046-5421）、NA Way（The NA Way）、ナ

ルコティクス アノニマス（Narcotics Anony-

mous）、この３つは、ナルコティクス アノニマ

ス ワールドサービス社のトレードマークとし

て商標登録されている。NA Way マガジン 
は、ナルコティクス アノニマス ワールドサー

ビス社（19737 Nordhoff Place, Chatsworth, CA 

91311）によって、年に４回発行される。 

編集者から、ひとこと 

NA Wayマガジン 予約購読最新情報 
（註：日本語版はNA日本のサイトまたはNA公式ホームページで読むことができます。印刷し

て紙版にしていただくこともできます） 

  

 昨年の7月号と10月号でお知らせしたように、ＮＡ Ｗayマガジンでは予約購読に関するいく

つかの重要な変更があり、その手続きが行われてきた。それ以前にこちらに記録管理されて

いた送り先に自動的に郵送されるのは、10月号が最終号となった。これに対して多くの仲間

が、紙版予約購読の再登録やインターネット版の予約購読の手続きをしてくれた。みなさんが

こんなに素早く対応してくださったことに感謝している。 

 これで、メンバーもグループもサービス委員会もそれぞれが必要に応じて、インターネット版

または紙版を定期的に受けとることができる。わたしたちはNAの資金を無駄にしないように努

力しているところなので、インターネットによる定期配信は節約のし方としてはすばらしいもの

だ。だがそれと同時に、読者のなかにはインターネットにつながれない仲間や、英語のホーム

ページに不案内な仲間もけっして尐なくはないということもよく理解している。NA Wayはこれか

らも、ペルシャ語、フランス語、ドイツ語、ポルトガル語、ロシア語、スペイン語に翻訳されるこ

とに変わりはない。そうやってわたしたちはずっと、NA Way を通して情報を伝えていきたい。

むしろ、そういう気持ちでいるからこそ、現在の経済状況ではもっと経費のかからない方法を

見つけないわけにはいかないのだ。 

 もともとインターネットによる定期購読をしていた場合には、ひきつづきNA Way が配信され

る。紙版のNA Way を読んでいた場合は、インターネットによる定期購読か、（紙版の方がいい

と思われるなら）紙版による定期購読の再登録か、いずれかの手続きをする必要がある。さら

に、メンバーやグループ、あるいは委員会をはじめとするサービス機関などがNA Way を何冊

も必要とする場合には、一括して予約購読を申し込むことができる。紙版、インターネット版、

いずれで読むにしろ、www.na.org/subscribe で手続きができるようになっている。何冊か一括

して予約購読を申し込む場合には、上のサイトにあるリンクをクリックするか、fsmail@na.org へ

e-メールを送っていただきたい。 

 みなさんがインターネット版を予約購読することによって配送費用が減れば、そのぶんNAの

資金を他のことに使えるのだ。こちらとしては、そのつもりでお願いしている。しかも、インター

ネット版には、紙版では読めない内容や特集記事が追加されている。変更には折り合いがつ

くまでにはどうしても時間がかかるものだから、それは今回の変更でも同じだと思っている。だ

から、この情報はぜひ、グループやサービス機関の仲間たちと共有していただきたい。みなさ

んのご協力と、NA Wayマガジンを自分のことのように考えてくださることに感謝している。 

 わたしたちは回復の道を歩みながらNAの原理を学んでいく。今回の予約購読に関する変更

にも、今月号にも、その原理の多くが反映されている。慎重さ、責任、自分を受け入れること、

ねばり強さ（根気）、謙虚さなど、数えあげればきりがない。 

ド・J （エディター） 

NA Way マガジン では、読者のみなさんからのお便りをお待ちしている。掲載された記事に対

する感想はもちろん、NAという集まりのなかで取り上げられている問題についてひとつの考え

方を示すにすぎないものであっても、エディター宛に送っていただきたい。250字以内にまと

まっていれば、そのまま編集の手を加えずに掲載されることになっている。お便りには、本名、

現在使われている住所および電話番号を明記することをお忘れなく。掲載される場合には、ア

ノニマスでという希望がないかぎり、ファーストネームと苗字のイニシャルを署名として用いる

ことになる。 

NA Way マガジン は、ナルコティクス アノニマスのメンバーのための雑誌であるため、英語、

ペルシャ語、フランス語、ドイツ語、ポルトガル語、スペイン語など、さまざまな言語で出版され

ている。そしてこの雑誌の使命は、ひとりひとりのメンバーに回復とサービスに関する情報を

提供することであり、そこには回復にまつわる喜びだけでなく、現在NAで問題となっていること

や世界中のNAメンバーのだれにとっても見過ごせないイベントなども取り上げている。編集ス

タッフはこのような使命に従い、世界中のメンバーが特集記事をはじめとするさまざまな記事

を書いて、自由に載せられる雑誌にしようとするのはもちろん、現在行われているサービスや

コンベンションに関する情報を提供することにも力を注いでいる。だが、これが定期的にメン

バーに届く雑誌であるからには何よりもまず、『アディクトであれば、どんなアディクトであって

も、薬物を使うのをやめることができ、使いたいという欲求も消え、新しい生き方を見いだすこ

とができる』というNAの回復のメッセージをたたえることにこそ力を注ぐ。 

サービスシステムプロジェクト     9 

「私たちの未来像に投資しよう」  10 

Living Clean Project Update   12  

グループ紹介                     13 

Calendar                                 14 

ユーモア 

『ゼ・カルディンホ』                     15 

お金の問題：ＮＡの経済的自立    16 

NAWS Product Update                17 

   

特集記事 

  ・伝統を受け継ぐエチケット     3        

わかちあい  

 ・「物」と「もの」               5  

 ・自分について考えること         6 

 ・役に立つということ              6 

 ・本当のことを、 

  心おきなくわかちあいたい        7 

 ・名もなき神                           7 

 ・足を運ぶこと                       8 

今月号の掲載記事 
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E-Subscribe（インタネット購読）は今すぐ 

伝統をうけつぐ 

エチケット 
 先日の夜、ホームでミーティングが始まるまでのわずかな時間に、私は席についてしん

みりと物思いにふけっていた。そうして、自分がＮＡにつながったばかりのころはどんなふ

うだったかと、ずいぶん昔のことに思いをめぐらせていた。初めて参加したのは夜のミー

ティングで、人数が多かった。80人を超えていただろう。ミーティングが始まってから終わ

るまで、まさに金言ともいうべき回復にまつわる知恵が次々とわかちあわれていた。その

なかでたびたび、元気な笑い声が起った。１度や２度ならまだしも何度となくつづくと、人の

話を聞くのにはちょっと邪魔
じ ゃ ま

な感じがした。今でもこういう邪魔
じ ゃ ま

が入ると、私はイライラして

しまう（あるいは、つられて笑ってしまったりすることがある）。それは、そのとき「自分の意

識がどこに向いているか」にもよるのだろう。 

 このことをじっくり考えていたら、最初のスポンサーのよく響く
ひ び く

声がパッと意識によみが

えった（これは、別にめずらしいことではないが）。このスポンサーはおそらく、私が出会っ

たなかでもっとも威厳
い げ ん

のある教師だった。「伝統をしっかりうけついできた」人であり、だか

らこそ、私はこの人をスポンサーに選んだのだ。その時点で20年のクリーンタイムがあり、

デンとして動じることがなく、自分のスポンサーから手渡されたメッセージをよくわかちあっ

てくれたものだ。それから、ふたりしてほとんどあがめるような口調で、そのメッセージを手

渡してくれたスポンサーについて語り合い、そして話しはさらに、何年も前にクリーンでこ

の世を去ったグランド スポンサー、つまりそのメッセージを最初に伝えてくれたメンバーの

ことに及ぶのが決まりのようになっていた。 

 私は、ミーティングのエチケットについてスポンサーが伝えてくれたことを思い出した。そ

のときに身につけたエチケットは、今でも何とかして守ろうと努力している。最初のころは、

とにかくトラブルに巻きこまれたくないという思いから、一も二もなく、このようなエチケット

を守るようにした。それが今では、自分から望んで守っている。そうすればうまくいくことが

わかっているからだ。それも、ミーティングで毎回のようにひとつかふたつ、エチケット違反

をやらかしていたからこそわかった事実だ。回復していくなかでは、いつだって学ぶべきこ

とがあるものだ！どんなときも新しくつながった仲間のことを思いやり、みんなが心をひと

つにしてＮＡに共通の福利を尊重すること。エチケットによって教えられたのは、そういうこ

とだった。（それが、ひとりのアディクトからもうひとりのアディクトへと、現在まで伝えられ

ている） 

 

 ◇ ミーティングがはじまるまでには、席についてくつろいでいること。 

 ◇ やむをえない理由がないかぎり、最後までミーティングに参加すること。ミーティング   

        の途中で帰る場合には、“人が話している最中に席を立ってはならない”（それが新   

    しい仲間だったりすると、自分の話を聞きたくないからだと思ってしまうだろう）。か   

    ならず、わかちあいをしている仲間が話し終わるのを待つこと。これほど重要なこと    

    はない！ 

 ◇ 途中で席を離れて戻ったときや遅れてきたときには、後ろの方で立ったまま仲間の 

    話を聞き、“話しが終わってから”席につくこと。 

 ◇ 自分の話をするなんて死ぬほど怖くて、一言しか話せないとしても、指名されたら話 

    すこと。そうすれば、ほかの仲間も思いきってわかちあってみようとするだろう！ 

 ◇ ミーティングの最中に、隣の仲間にどうしても話しかけなければならない場合には、 

    小声でそっと話すこと。（自分がつながったばかりのときに、みんながひそひそ話し 

    ているのをどう感じたか、忘れてはならない） 

 ◇ 仲間がわかちあっているのに、携帯でメールを打ったりゲームをしたりするなどもっ 

    てのほかで、無礼きわまりない。 

 

そして、「チェアパーソンを務める」（司会や進行役をする）ときにも、伝統的なエチケットが

ある。 

 ◇ ミーティングのわかちあいに入るときには、かならず、力強く前向きな話しをする仲 

    間にトップバッターを務めてもらうようにすること。 

ＮＡで示されるものは 

提案の 類
たぐい

である。 
そんなことは、 
昔から 
わかりきっていた。 
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 ◇ ＮＡのミーティングに初めて参加した人がいるかどうか尋ね
た ず ね

、ファースト・ネームを教えてもらう（初めて参加した人のほとん 

    どは、「アディクトとして自己紹介すること」や「アディクトであると認めること」がどういうことなのかわかっていないからだ） 

 ◇ よその街から訪れている仲間がいるかどうか尋ね
た ず ね

、ミーティングの途中で話しをしてもらう。よそから訪れた仲間たちは、な 

    にかしら新鮮な話しをしてくれるものだし、ホームから遠く離れていてもこうしてわかちあえることで孤独感が癒される。 

 ◇ できれば、男性と女性を交互に指名してわかちあってもらうこと。 

 ◇ 知らない仲間にも、わかちあいをお願いすること。 

 ◇ 自分が一番恨
う ら

んでいる仲間にわかちあいをお願いする。そうやって人間ができていくのだ！ 

 ◇ 個人より原理が優先することを忘れてはならない。自分の好きな仲間ばかり指名しないこと。 

 ◇ ミーティングのお終りには、出席者のなかで一番クリーンタイムの長い仲間や説得力のあるメッセージを運んでくれる仲間 

    に、わかちあいをお願いする。 

 

 なんとも、至れり尽くせりではないか。これがＮＡのこれまでの道であり、こうしていまもつづく道なのだ。この道を、みんなで踏

みしめながら大事に歩んできた。それで、うまくいく。こうしてＮＡで示されるものは提案の 類
たぐい

であり、取り入れるのも無視するの

も自由だ。それは昔からわかりきったことだった。だからむしろ、飛行機から飛び降りるときにパラシュートを開くひもを引くという

指示もまた、ただの提案にすぎないということを、つねに思い出すことにもなった。つまり、提案というのはいつだってそんなふう

に適切なものなのだ！ 

 私には現在、スポンシーが数人いる。それぞれにスポンシーがいて、さらにまたそれぞれにスポンシーがいる。ＮＡでは、スポ

ンサーシップのつながりとして知られているもので、このつながりのなかにいるメンバーをリカバリーブラザー（兄弟）、グランドス

ポンサー（おじいちゃん）などと、家族になぞらえることが珍しくない。このようなつながりは、驚くほど心の支えになるものだ。こん

な仲間がいればこそ、回復にともなう数々の試練もむしろ乗り越えがいのあるものになってきた。私たちは、力を合わせてクリー

ンで生き抜くしかないのだ。だからＮＡでは、かつて自分たちに示された提案が、今のメンバーたちにも同じように伝えられてい

く。それによって今日だけ、ＮＡのなかでも社会のなかでも、私たちはクリーンでいながら実りある人生を送るのだ。たいしたもん

じゃないか！ 

ナサニエル・Ｍ（オーストラリア／ゴールドコースト） 

オーストラリアのＮＡで発行されている雑誌、『ＮＡトゥデイ』の許可を得て転載 
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E-Subscribe（インタネット購読）は今すぐ 

 わたしはものごころついたときからずっと、「物」にしがみついてきた。それは、いつだってすごく重

要なことに思えたのだ。そういうわたしの価値
か ち

基準
きじゅん

にはゆがみがあったようだ。このことを自覚するよ

うになったのは、リラプスして入院しているスポンシーを見舞って、話しているときだった。この若い女

性は家からの立ち退きを迫られていることもあり、自分の持ち物の処分をわたしの手にゆだねた。わ

たしなら安心して決断を任せられると思ったのだ。そして、持ち物といってもがらくたにすぎないし、そ

んなものに命をかける価値
か ち

はないといって泣いていた。この女性は降伏していたのだ。これだけは、

自分で決断するしかない。だれかに代わってもらうわけにはいかないのだ。それから3週間かけてこ

の女性の持ち物を全部より分けつつも、私はこれほどの信頼を受けとめかねていた。 

 わたしに託された要望は、ほんのわずかしかなかった。だからこそ、わたしは仲間たちにも協力し

てもらい、みんなでなんとかそのささやかな要望に応えようとした。こうして、この女性の人生をつな

ぎ合わせていたものはちりぢりになってしまった。身の回りにあったものの大部分は、もう二度とふた

たび目にすることはないだろう。そのいくつかはわたしたちの家に収まり、いくつかはホームレスの手

に渡った。使える人がいればもらってもらい、最後にはゴミ箱に投げ入れられた。かわいがっていた

猫にはもう絶対に会うことはない。この猫は、新しい家に移り住むことができなかった。病気で、肝臓

がだめになっていたのだ。だからといって、安楽死させるという決断はそう簡単に下せるものではな

かった。 

 だれかのスポンサーになるということは、ＮＡのステップによって導いていればそれですむということ

ではない。回復しようと努力するもうひとりのアディクトから、信頼される人間になることを意味するの

だ。何もかもがだめになってしまったときに、事態
じ た い

の収拾にあたることだってあるからだ。そしてまた、

相手のために心をくだいても、迷惑がられ、報われない、キツイ仕事をするということでもある。その

ような状況ではとてもひとりでやりきれないので、ハイヤーパワーの導きを求めることになる。愛が行

動にあらわれるとすれば、まさしくそういうことだろう。 

 このスポンシーである若い女性を手助けするのは、まったくばつの悪いことだった。助けを求められ

たとき、わたし自身が人生の混乱の真っただなかにいたからだ。けれども、自分自身の成長に必要

なものも、それがどれほど重要なのかも、あとになってみないとわからないということがよくある。わ

たしは今回のことで自分のことをよく理解するようになっていった。それはとりもなおさず、自分にとっ

てなにが重要なのか、仲間のためにどんなことをする用意があるのか、そして自分のために何をす

るつもりなのかを理解することだった。スポンサーシップには、友情が欠かせない。友情なくして、どう

やってだれかと親しくなれるというのか。スポンサーシップは、ふたりの人間のあいだに親密な関係

を築くものでもあるのだ。  

 わたしは、親密な関係がうまく築けない。どうしても信頼感がもてないのだ。この若い女性は神を信

頼するとともに、わたしをも信頼してくれた。わたしは、その勇気と信じる心に励まされた。このプロセ

スを通して導いてもらうために、わたしも神を信頼してみようという気にさせられたのだ。そうして、わ

かった。信頼することができないばかりに、長い間わたしの手から奪われていたものがあったのだ。

それは、自分の歩むべき道を知るために欠かせないスピリチュアルなコンパス（羅針盤）だった。わ

たしは、もうひとりのアディクトのために存在して、事態
じ た い

の収拾にのぞみしなければならないことをす

るという機会が、自分に与えられたことを感謝する。こうして、神がわたしにどのような人間であって

ほしいと望んでいるかということや、そうなれるだけの「もの」

がもともとわたしには備わっているということについて、多

尐なりとも学んだのだ。 

ベティ・Ｃ（アメリカ合衆国／マサチューセッツ） 

「物」と「もの」 
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ボクはもう 
アディクションの 
哀れな犠牲者ではない。 
新しい人生を切り開く 
責任者になったのだ 

自分について 

考えること 

 ボクは自分の権利なら、どんなときも

自信をもって主張できる。回復に対す

る権利、この椅子に対する権利、幸福

に対する権利、というぐあいだ。それ

が、ボクはアディクトになったおかげ

で、自分が負わされてしかるべきこと

がつねにウンザリするほどあるという

のに、いざ、自分がひとりの人間として

なすべきことは何なのかとなるとイマイ

チあやふやで、こうだと断言できたた

めしがない。 

 それでも今のボクは、原理にそった

生き方をする責任があると気づいてい

る。だから、ひとつひとつの状況や感

情に対してワンパターンのような行動

で反応したりせず、思慮
し り ょ

深く、内省的

な生き方をする必要があるのだとわ

かっている。自分の行動が、他人にも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分自身にもさまざまな影響
えいきょう

を及ぼす

のだということを、心にとめておかなく

てはいけない。自分のすることには、

自分が責任を負うのだ。そんなこと

知ったこっちゃないとは、もう考えたり

はしない。 

 そしてボクは、12のステップを踏んで

いくことによって、自分がどういう人間

であるかを決めるのは自分の行動に

ほかならないということに気づくように

なった。恐怖を感じてもいい。それで

も、勇気をもって行動することはでき

る。そういうということがようやくわかっ

た。だから、興味がもてなくてもやると

決めたらきちんとつづけていくことはで

きるし、欲求を感じても自制心や我慢

強さを身につけることはできるんだ。 

 今のボクの行動を決めるのは、感情

ではなく、原理だ。ここでいう原理と

は、ナルコティクス アノニマスの12の

ステップにまとめられているものだ。こ

のＮＡの原理はただの言葉や考えに

終わらせてはならないと、ボクは理解

している。それぞれの原理が大きな

影響
えいきょう

力をもち、その影響
えいきょう

がいつまでも

つづくためには、ボクが生きていくうえ

での行動に表れるようにならなければ

ならないのだ。 

 だからといって、ボクは苦悩を知らな

いわけではない。苦しんでいるに決

まっているじゃないか。ボクは、あいか

わらず不平不満だらけの自分勝手な

つまらない男だし、自分を幸せにしてく

れようとしない世界に腹を立てて許せ

ないでいる。そうやって、自からみじめ

になろうとしているんだから、こういう

自分を変えるのはまさしくボクの責任

だ。 

 そしてボクはもう、アディクションの哀

れな犠牲者
ぎ せ い し ゃ

ではなく、新しい人生を切

り開く責任者になったのだ、と自覚して

いる。つまり、自分のすることでこれか

らの人生が決まるのだ。ボクはようや

く、そういうことをしっかり理解できると

ころまできたのだとわかっている。だか

らもう、自分の失敗や過去を他人のせ

いにしたりする必要はないし、犠牲者
ぎ せ い し ゃ

を演じたりする必要もない。それも、自

分が変わることができるからだ。 

 今のボクは、このような生き方を選ん

でいる。それも自由に選んでいるので

あって、リラプスを恐れているからじゃ

ない。そうすることによって、自分のた

めにも他の人々のためにも意味と

価値
か ち

のある人生、そんな生きるに値す

る人生を、ぼくは築いていけるからだ。 

ケビン・Ｖ（カナダ／オンタリオ） 

 

役に立つ 

ということ 
 これはＮＡにいて私なりに理解するよ

うになったことだが、私たちの多くは無

関心な態度を身につけてからＮＡに

やってくるので、自分が無関心でいる

ことに気づくまでにかなりの時間がか

かる。私たちは、ものごとを当たり前の

ことと考える世界で生きているからだ。

その結果、ものごとを何でもわかりきっ

たことと受けとめてしまう考えが身に染

みついてしまう。だが、そういう私たち

のなかには、いくつもの苦難を経験し

てようやくこの考えをぬぐいさろうとい

う気になり、ＮＡのステップにある原理

を本気で生かしていく者もいる。私たち

はミーティングに出て、仲間と話し、い

くつかのステップを実践してさえいれ

ば、自分はプログラムをやっていると

考えるのだが、それでは、自分がＮＡ

プログラムをもっと多面的にとらえよう

としていないということには気がつけな

い。だから、せっかくＮＡのサービスシ

ステムに積極的に関わるようになって

も、なぜ自分が燃え尽きてしまい、逃

げ出したくなるのかを理解できないの

だ。 

 私たちのなかには、回復のために十

分やってきたのだから、これからはＮＡ

でのんびり楽しくやればいいんだとい

う態度をとるようになる者もいる。ＮＡ

では、こうやって自己満足におちいっ

たら危ないといわれている。私たちに

は、正当化がさまざまなかたちで現れ

るからだ。それで、自分たちはＮＡの役

に立ってきたし、「助けてもらった借り

は返したんだ」と言ってはばからないこ

ともある。そうでなければ、12番目のス

テップには『私たちは･･････人生のあら

ゆることにこの原理を実践する』と書か

れているのに、このことをあえて考えな

いようにしてしまう。そうかと思うと、

サービスにとことんのめりこみ、人生の

ことまで手が回らなくなってしまったあ

げく、サービスのせいで自分たちはだ

めになったと言ったりする。 

 私は、自分より先に回復の道を歩み

はじめた仲間たちによって、ＮＡプログ

ラムとはどういうものかを理解するよう

になった。要するに、ミーティングに出

席すること、スポンサーをもって一緒に

プログラムをやること、ＮＡの原理を生

かすこと、ＮＡの役に立つこと、この４つ

のことを日々の活動としてつづけていく

ものなのだ。ＮＡにつながってもそんな

ことをするつもりはないというメンバー

がいたら、回復というＮＡによってもた

らされる人生を新たな気持ちで生きる

ようにと、みんなで愛情をもって励ませ

ばよい。必要とあれば、そういうメン

バーたちの前途を祝福する。こうして私

たちは、ＮＡになじめない仲間たちを離

れたところから思いやることと、ＮＡで

しっかり活動している仲間たちと心をひ

とつにすることを学ぶのだ。そして、ほ

かの仲間のしていることが気にくわな

いという場合には、自分の経験をわか

ちあってお手本を示してあげればよ

い。たとえ相手がその通りにしてくれな

いことでがっかりしても、経験をわかち

あうことは無駄ではないと、スポンサー

のおかげで理解できるようになった。 

 ナルコティクス アノニマスは、私の家

だ！ 私は、ここで生きている。だか

ら、家族がお互いに役に立とうとすれ

ば、みんなでナルコティクス アノニマス

のプログラムを丸ごと体験できるのだ

と知ってもらいたい。このプログラムは

だれでもできるのに、やる人がかぎら

れていたら、やれる人はますます尐な

くなってしまうからだ。私は、自分に新

しい生き方を示してくれたＮＡのために

役に立とうとしてきた。私は心底からク

リーンで いた い と願 って いる ので、

日々、このＮＡプログラムと呼ばれる生

き方をし、ＮＡで果たすべき責任をまっ

とうしていこうという気持ちになるのだ。

こうして私がほかの仲間たちに問いか

けることはひとつ残らず、私自身への

問いかけでもある。それによって私は、

回復の道で迷うことなく、ＮＡこそ私の

住処だということを忘れないでいられる

のだ。 

ブライアン・Ｅ 

（アメリカ合衆国／カリフォルニア） 
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E-Subscribe（インタネット購読）は今すぐ 

本当のことを、 

心おきなくわかちあいたい 

 わたしはＮＡにつながってから25年

間、クリーンで回復の道を歩んできた。

スポンサーが１人いて、スポンシーも１

人いる。ミーティングにはほとんど毎日

出て、12のステップにも取り組んでいる

し、祈りと黙想も欠かさない。サービス

と名のつくことならまずどんなことでも

やってきた。Ｈ＆Ｉ（病院施設）委員会を

立ち上げることも、新しいミーティング

をはじめることも、何度か経験した。回

復のためなら、わたしは何だってする。 

 ただ、わたしはアディクションのほか

にも「躁
そ う

鬱
う つ

病」という重い精神障害
しょうがい

を抱

えていて、ときどき、まったく何もできな

い状態になってしまう。使うようになる

前からさまざまな症状が現れていた。

そういう自分から逃げることを試みるう

ちに、クスリにはまっていった。わたし

は精神障害
しょうがい

者であるという事実と向き

あうことができなかった。もちろん、

使ったからといってよくなるわけはな

い。症状はひどくなるばかりで、病院に

入院させられるようになり、病院生活

がわたしの人生に欠かせないものに

なった。 

 クスリに溺れるようになって16年が過

ぎたころには、本気で自殺を試みた。

そして翌日にはまたもや、精神病院に

入院した。1985年５月２日のことで、そ

れがわたしのクリーンのはじまりだっ

た。ここにきてはじめて、自分にはクス

リの問題があることを病院のスタッフに

対して認めたため、わたしは５日後に、

ＡＡ（アルコホリクス アノニマス）のプロ

グラムによる回復病棟に移された。そ

して最初の外出許可が与えられた日

にＮＡミーティングの会場に直行し、

ミーティングが終わるころにはすっかり

はまっていた。 

 でも、それですべてが解決したわけ

ではない。クリーンになってもまだ精神

的には病んでいたからだ。躁
そ う

鬱
う つ

病は今

のところ、アディクションと同じく治癒し

な い 進 行 性 の 病 気 で、自 殺 に よ る

致死率
ち し り つ

がきわめて高い。薬物治療に

よって症状はいくぶん軽くなるのだけ

ど、わたしはＮＡミーティングに出席し

ていた。ＮＡでは回復のなかで薬物治

療を受けることに関する見解が広くゆ

きわたっていたため、このことをミー

ティングで話すわけにはいかなかっ

た。「アディクトは、正直にならないと回

復しない」としても、このことは秘密にし

なければいけないような気がした。 

 クリーンになって２年目には秘密にし

ていることがとても心苦しくなったた

め、医師の同意を得てわたしはいった

ん薬物治療をやめた。治療を中止して

いた７年間のあいだには、２度の結婚

生活をだめにした。大きな 事 業 を

始めたものの、とんでもな い 躁
そ う

状

態によって経営はほとんど破綻
は た ん

した

（それでも、個人破産を申し立てて救

済された）。仕事を３回クビになり、多く

の人を傷つけた。このほかにも、２回

にわたって重い鬱
う つ

状態を経験した。そ

のうちの１回では、財産管理人によっ

てあやうく精神病院に長期入院させら

れるところだった。それでもわたしは、

ＮＡの仲間たちには言えないと思った。

どうしようもなく孤独だった。 

 

 薬物治療を再開して状態はよくなっ

たけれど、治りはしなかった。それ以来

ずっと、わたしは舞い上がったり落ち

込んだりしていて、それがとても激しく

なることもある。クリーンになって23年

目には、苦しい時期を経験してから躁
そ う

の状態になり、それにつづいてこれま

での人生で最悪の鬱
う つ

状態がやってき

た。わたしは３ヵ月のあいだに４回入院

して、３度の自殺未遂をくりかえし、１

度などはもう尐しでうまくいくところだっ

た。仲間たちはわたしが入院している

ことを知っていたけど、だれも電話をく

れなかったし、見舞いにも来てくれな

かった。スポンサーには、精神障害
しょうがい

の

ことはまったくわからないので助けに

はなれないと言われた。人生でもっと

もつらい時期のひとつだった。わたし

は、自分のエリアのＮＡから完全に見

放されたと思ったが、それでもわたし

のハイヤーパワーは一緒にいてくれ

た。そして、やっとのことでなんとかミー

ティングに戻っても、わたしに近づこう

とする仲間はほとんどいなかった。ふ

たたび歩みだすには、並大抵の苦労

ではなかった。 

 わたしがこんなことを書いているの

は、重い精神障害
しょうがい

があるために同じア

ディクトとして扱ってもらえないことに疲

れてしまったからだ。精神をわずらうの

は、ガンや糖尿病を抱えているような

ものだし、Ｃ型肝炎だって同じだ。精神

障害
しょうがい

のあるＮＡメンバーたちは、人の

見ていないところではわたしと話すけ

れど、こういう病気ゆえに拒絶
きょぜつ

されるこ

とや差別されることに対する恐怖を

堂々とわかちあうことはない。だけど、

あえて言わせてもらうが、精神障害
しょうがい

は

伝染病ではないのだ。 

 わたしの住んでいる地域のＮＡで、こ

れから状況が変わるのかどうかはわ

からない。ただ、精神に障害
しょうがい

がありな

がら回復の道を歩むアディクトはわた

しだけではないのだから、そういうア

ディクトたちが、自分たちの回復に生じ

ていることを恐れることなく話したいと

きに話せるようになれば、どんなにい

いだろうと思う。わたしたちは仲間のな

かで一段劣っているわけではない。回

復を求める気持ちはほかの仲間たち

と変わらないし、プログラムだって真剣

にやっている。わたしたちはみんな、

神のはからいで生かされているのだか

ら、クリーンでいるために支え合う必要

があるのだ！ 

アノニマス 

編集者記： 回復期の精神保健と、そ

れに関係のある書物について詳しく知

るには、改訂されたばかりの『イン・タ

イ ム ズ・オ ブ・イ ル ネ ス（病 気 の と き

に）』をご一読いただきたい。 

 

名もなき神 

  俺は、もうこれ以上地獄を見るのは

たくさんだと思ったときに、ハイヤーパ

ワーによって回復している人々のもと

に導かれた。みんなそこで俺がくるの

を待っていたんだ。なぜかというと、ハ

イヤーパワーによって最初にそういう

気にさせられた人々がいて、その人々

を支える者たちもそういう気になり、そ

れでナルコティクス アノニマスをはじ

めとする12ステップ プログラムができ

たからだ。プログラムといってもこれ

は、シンプルな知恵、奥の深いスピリ

チュアリティ、そして人間というものに

ついて現実的な理解を深めることにポ

イントがある。つまり、俺（だけでなく、

みんなもだろ？）がまさにそういうプロ

グラムの助けを必要とする日がやって

くるのを、ハイヤーパワーはすでにお

見通しだったというわけだ。そして、こ

の12ステップ プログラムがうまくいく

秘訣
ひ け つ

のひとつが、アノニミティなのだ。 

 アノニミティは「無名」（俺たちはフル

ネームを使わない）ということだが、そ

れは自分の身元を明かさないというこ

とでもある。俺たちはあくまで、自分の

過去の行いやそれにまつわることを明

らかにすることによって、自分の問題

や解決の力になってくれる人々のこと

を話すのであり、それ以外のこと、つま

り社会や家庭などＮＡとは関係のない

プライベートな領域
りょういき

での地位や役割に

ついて話したりはしないのだ。俺たち

がＮＡ以外の場でどのような人物であ

ろうと、そんなことはＮＡでプログラム

に取り組みながら仲間とかかわるうえ

で何の関係もない。俺たちはみんな、

アディクションという病気にかかってい

るということでは平等なんだ。アディク

トがそういうことをわきまえる謙虚
けんきょ

さを

身につけることができるのも、アノニミ

ティがあればこそだ。 

 だから、大物政治家であれ、一流ス

ポーツ選手であれ、あるいは有名な俳

優であれ、ミーティングにやってきたの
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足を運ぶこと 
 

  昨日、ＮＡの仲間がひとり死んだことを知らせる電話があった。詳しい

ことはわからなかったが、電話をくれた仲間の口ぶりではどうやらアディ

クションという病気がからんでいたようだ。これで、2日もしないうちに２回

も、仲間の死を知らせる電話があったことになる。ぼくは膝の力が抜け

て、へたり込みそうだった。日本のＮＡではアノニミティが「名前を明かさな

い」ことになっているため、ニックネームを使っているメンバーが多い。だ

から、死んだ仲間の名前はもうひとりの仲間に電話しなければわからな

かった。だが、実際に名前がわかってみて、ぼくはあらためて気づいた。

名前なんか、どうだっていいじゃないか。ＮＡの仲間なら、ＮＡの仲間でい

い。ぼくらはみんな大家族の一員なんだから。 

 そして、その日のうちに葬儀
そ う ぎ

の連絡があった。警察の死体安置所でささ

やかな葬儀
そ う ぎ

が行われることになり、参列者は祈りをささげて線香をたむけ

ることができるということだった。ぼくは職場にいて、仕事も終わっていな

かった。そこで、ぼくの代わりに焼香して、参列した仲間たちと死んだ仲

間の家族によろしく伝えてほしいと頼んだ。でも、ＮＡという家族のことを

考えるうちに、やっぱり行くことにした。 

 空はどんよりと曇って暗かった。車を運転しながら、ぼくはあらためて気

づいた。警察とはすっかりご無沙汰してたじゃないか。行かなきゃならな

い理由もなかったからな。ぼくの警察を恐れる気持ち（これは、ちょっとや

そっとの恐怖じゃない）は、ほとんどなくなっていた。そして、丘を登ったと

ころで、大きな明るい虹が雲間から光を放っていた。ぼくは笑いだすと同

時に、泣きだしていた。 

 警察につくと、仲間がもうひとりやってくるところだった。ぼくはすごく落ち

着かない気分だったので、この仲間がいてくれたことにとても感謝した。

仲間の遺体がある死体安置所は、警察署の奥のほうにあった。そこまで

歩いて行くあいだ、ふたりともほとんど口をきかなかった。しゃべる必要な

んかなかったからだ。安置所には、ほかの仲間たちも来ていた。ぼくの兄

弟、ぼくの家族だ。ぼくは、ＮＡという仲間の集まりがもつきずなの強さを

感じることができた。ここに集まった仲間の何人かは、単なる顔見知りに

すぎなかったとしてもだ。 

 どのみち昨日は、ひとりで向き合うなんてごめんだった。でも、ぼくはひ

とりじゃない。それが今はわかっている。クリーンであることも、とてもあり

がたいと思う。きちんと生きて人並みに浮き沈みを経験し、ひどく惨
みじ

めで

辛い思いもする。そういうことができるから、クリーンでいられるんだ。もち

ろん、すべてをなかったことにできればいいのにと思わないわけではな

い。でも、あの場に足を運んで、葬儀
そ う ぎ

に参列し、毅然
き ぜ ん

としている責任がぼ

くにはあるんだ。だって、ぼくがみんなに頼っているときには、みんなもぼ

くに頼っているんだから。ぼくはそう思っている。 

ケン・Ｈ（日本／沖縄） 

なら、あくまでもひとりのアディクトとして接するよ

うにしている。知名度に惑わされたりしないで、そ

の人たちが悩みや恐怖や希望をわかちあう話し

に耳を傾けるのだ。医者や心理学者、あるいは神

父であっても、アディクションの問題を抱えている

なら、まちがってもそんな仕事をしてるくせにとい

う目で見たりしないし、むしろ回復の道を歩む兄

弟や姉妹であると考える。そしてもし、職場の同

僚や友人、親戚の人などとミーティングで出会っ

てしまったら、どうするか。その人たちの過去の行

いが良くも悪くも自分にある程度の影響を及ぼし

たとしても、相手のアノニミティを尊重することは

できる。いずれにせよ、だれであってもその評判

や、成し遂げたこと、ハレンチなふるまい、あるい

はどんな連中とつきあいがあるかなど、相手のこ

とですでに何かを知っているという目では見ない

ようにしている。そうしていれば、こちらのアノニミ

ティに対しても、相手は同じように尊重してくれる

だろう。 

 このアノニミティにまつわることのなかでも、俺

がものすごく心をゆさぶられるのは、自分の理解

する神が名前を伏せてＮＡに参加しているってこ

とだ。それもひとえに、アディクトの回復のためな

んだ。過去に、俺たち人間が勝手に呼んでいた名

前や敬称があったにせよ、ただのハイヤーパ

ワーとなってＮＡプログラムに参加している。外部

とのしがらみや交流を断ち、人々が押し付けたイ

メージや象徴
しょうちょう

もかなぐり捨て、いろんな団体が求

めてきた専属
せんぞく

契約
けいやく

もすべて破棄
は き

している。俺が理

解しているハイヤーパワーは、そういう外部での

評価ではなく、アディクトたちにどれほど役に立っ

ているかで自分のことを判断してほしい、それが

俺たち自身のためになるのだと謙虚
けんきょ

に求めてい

る。そうやって自ら手本となり、アノニミティがどの

ようなものであるか、そしてそれがどれほど尊い

ものなのかを示してくれるのも、俺たちと一緒にＮ

Ａに存在して、俺たちの回復に参加したいという

一心からなんだ。 

 俺は落ちるところまで落ちてもうお終いだと思っ

た 瞬 間、「だ れ で も い い、頼 む か ら、助 け て く

れ！」と叫んでいた。もともと「神」という言葉には

偏見があったため、ＮＡにつながったばかりのこ

ろにはせいぜい「何らかのもの」と呼ぶのが関の

山だった。それでも何年にもわたって回復の道を

歩み続け、今では神とふれあえるようになった。

仲間たちが神について語ってくれたことである程

度までは理解できたのだが、自分で経験してそれ

がどういうことかをきちんと理解しなければ、神を

見いだすことはできなかっただろう。ＮＡにいるこ

の名もなき神は、俺にアディクションから抜け出す

道を示してくれただけでなく、スピリチュアルな成

長という日々つづく旅にもつきあおうという気持ち

があるのだ。 

ベンジャミン・Ｈ 

（アメリカ合衆国／カリフォルニア）  

「だれでもいい、 
頼むから、 
助けてくれ！」 
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サービスシステム プロジェクト 

最新情報 
 

 ナルコティクス アノニマスでは、週に58,000回以上のリカバリーミーティング（回

復をわかちあうミーティング）が開かれ、メンバーたちによってメッセージが運ば

れている。それ以外にも実にさまざまな方法を用いることで、世界中のアディクト

がＮＡによってうまく回復を見だせるようになりつつある。だが、それでも私たち

は、ＮＡの基本的なサービスを提供するうえで悪戦苦闘
あ く せ ん く と う

をしている。これは、ＮＡ

のサービス全般にわたってこれまでにも何度となく出会ってきた試練であること

に変わりはない。無関心、コミュニケーションのまずさ、人材や資金の不足という

のは、今に始まったことではないからだ。 

 この４年にわたるプロジェクトは、2008年のＷＳＣ（ワールドサービス カンファレ

ンス）で承認されたものであり、ＮＡのサービスを総合的な視点でとらえながら、

改革に向けてさまざまな選択肢を提案することを目的としている。その手始めに

まず、「ＮＡのサービスにたくす未来」という理念を策定
さ く て い

しなければならなかった。

これは、ＮＡのあらゆるサービス提供努力に対して重点を置くべきものとして、

2010年のＷＳＣ（ワールドサービス カンファレンス）により満場一致
ま ん じょ う いっ ち

で承認され

た。このサービスシステム プロジェクトが目指していることは、すでにうまくいって

いるものも含めてＮＡのサービスシステムを全面的に改善すべく、アイデアを提

供することである。 

 以上のような課題があって、2010年のＷＳＣ（ワールドサービス カンファレン

ス）では初めて改革案が出されることになった。この改革案は、サービスシステ

ム プロジェクトのウェブページ www. na.org/service system からダウンロードす

ることができる。つまり、改革のための選択肢といっても、それについてひとつの

話し合いが始まったにすぎない。この改革案は、投票で決定されるべき動議
ど う ぎ

で

はなく、議論を尽くすべきアイデアなのだ。みなさんも以下を参考にして、ぜひ話

し合いを重ねていただきたい。  

 ・ウェブページ（www. na.org/service system）を作成し、以下の内容を収   

      めてある。 

 ・改革案に関するレポート 

 ・「ＮＡのサービスにたくす未来」 

 ・プロジェクトの最新情報と背景 

 ・インターネットによる掲示板へのリンク 

 （http://disc.na.org/service/index.php） 

 ・パワーポイントによる発表 

 ・ワークショップのセッション プロファイルと配付資料 

 ・スペイン語による資料 

 ・プロジェクトに関する意見提供の書類 

 

 ・これまでに、アメリカ国内で５回にわたるワークショップが開かれただけでな

く、メキシコとホンジュラスでのリージョナル コンベンション、イスラエルでのヨー

ロピアン デリゲート ミーティング、トロントでのカナディアン アッセンブリーなどで

もそれぞれにワークショップが開かれ、今回の改革案について話し合いを重ねな

がら意見の収集が行われた。こうしたワークショップによって、世界各地のメン

バーたちに改革の要旨が伝えられ、世界中のＮＡで開かれるさまざまなワーク

ショップでメンバーたちが情報共有をできるようになった。 

 

 みなさんにも何か考えがあれば、いつでもお寄せいただきたい。ただし、第１回

改革草案にかぎっての意見提供は、2010年12月31日で締め切らせていただい

た。私たちは、こうして提供された意見を一度よく吟味したのち、この改革案を再

公開するつもりでいる。その際には、コミュニケーション（情報伝達）、意志決定

（方針決定）、企画立案、トレーニング（訓練）など、ＮＡのサービス提供で要とな

る手順の一部についていくつかの新しいアイデアが添えられることになる。 

 

ぜひご覧ください 

www.na.org/servicesystem 

プロジェクトの背景に関する全記録、最新情報、参考資料が掲載されています。 
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 みなさんの多くがすでに知っているように、2010年のワールドサービ

ス カンファレンスでは「ＮＡのサービスにたくす未来」という理念が承

認された。私たちは、このような理念がかかげるいくつかの理想を、Ｎ

Ａ全体の役に立つことによってなんとか実現しようとしている。ワール

ドサービスではここ数年、世界的不況によってＮＡ全体のためにでき

ることに限界が見えてきたという現状をお知らせしてきたが、それでも

私たちは、ＮＡのあらゆるサービスに未来をたくして全力を尽くしていく

ことを目指している。だからこそ、こうして私たちが目指しているもの

に、ＮＡ全体の関心を集めたいと思っている。つまり、みなさんから

ワールドサービスに送られてくる献金は、ＮＡという仲間の集まりの未

来に投資されるものなのだ。 

 私たちのひとりひとりがＮＡの一員として惜しみなく与えるのも、自分

たちの努力がＮＡ全体の成長を助けていることを知っているからだ。

私たちが力を合わせて努力する結果、ＮＡはすくすく成長して活気の

ある仲間の集まりとなり、メンバーひとりひとりの回復を支えていく。だ

から私たちは、このような仲間の集まりのために役立つことに時間と

エネルギーを投資する。それに対する見返りには何にもかえがたい

値打ちがあるからだ。 

 そして、2010年のワールドサービス カンファレンスでは理念の他に

も、新たに経済的な自立をテーマとする２種類のＩＰ（インフォメーショ

ン パンフレット）が承認された。『マネーマターズ： セルフサポート イン

ＮＡ（ＮＡの経済的自立）』と『ファンディングＮＡサービス（ＮＡサービス

に資金を提供する）』である。どちらにも、現実的なことが書かれてい

る。私たちの未来像を実現するためには、時間とエネルギーを投資す

るだけではなく、財政
ざいせい

面での投資も必要になるからだ。ナルコティクス

アノニマスでは現在、世界の131を超える国々でミーティングが行わ

「私たちの未来像」に投資しよう 

献金箱に集まるお金の使いみち 

ＮＡの経済的自立とは、ＮＡのサービス活動を私

たち自身の努力で支えるということだ。ミーティ

ングにきちんと出席してきちんと献金すれば、

ミーティングを滞りなくつづけていけるし、それに

よって助かるアディクトも増える。私たちは、世

界に広がる仲間の集まりとして、ナルコティク ス

アノニマスを大切にするのだ。 

文献をはじめとするさまざまな

出版物。 

Ｈ＆Ｉ（病院施設）が「中にいる」

アディクトに手をさしのべようと

する活動に用いられる。 

会場費や文献のほ

か、ＮＡミーティング

の運営に必要なもの

に使われる。 

広報活動。 

ＮＡの周辺地域でアディクトと定期

的にかかわっている人々のあいだ

に、ＮＡのことを広める。 

フォンラインサービス。 

電話サービスがあれば、アディクト

がＮＡにつながりやすい。 

文献翻訳。 

文化や国の壁を越えてＮＡのメッ

セージが届くようにする。 
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れ、40以上の言語で文献が出版されている。それもみな、ＮＡに感謝しているメンバーたちによって、これまでさまざまな資

源が投資されてきたことの結果である。それに報いるために私たちは、言語や文化がちがっても、アディクトならだれもが

回復できるようにするという目標に一歩でも近づこうと、さらに歩みを進めていく。 

 しかし、むしろＮＡの未来像を追究して私たちが成果を上げればあげるほど、さらに上を目指して歩む道はどんどん急に

なっていく。私たちは、さまざまな地域で産声
うぶごえ

をあげたＮＡに手をさしのべようとしている。そこではＮＡの回復のメッセージが

どうしても必要とされているのだが、その分、文献の翻訳作業と発送や輸送によってこのような新しいＮＡを支えていくコス

トがこれまで以上に高くなっている。だが、近年の世界経済の低迷にともない、ＮＡワールドサービスが世界中のＮＡに対し

て十分にサービスを提供するということがますます困難になってきた。私たちは、運営にかかる費用が増大しているという

現実だけでなく、メンバーによる献金も文献の売り上げも減尐しているという現実にも直面しつつあるのだ。このＮＡという

仲間の集まりは、メンバーとしての責任を果たすべく献金によってサービスに資金を提供しようと考えるよりも、むしろ、いろ

いろなイベントや資金調達者まかせでＮＡのサービスにかかる費用をまかなうという考えに慣れてしまっている、と言っても

過言ではないからだ。しかし、ＮＡのサービス活動が滞る
とどこおる

ことなくさらに成果をあげ、私たちの未来像を夢で終わらせない

ためにも、これからはメンバーやグループからの献金によってＮＡのサービス活動の資金をまかなっていくということを真剣

に考えなければならない。 

 このようなわけで、ワールドサービスではメンバーのみなさんが私たちの未来像に投資してくださるようにお願いしてい

る。それによって、ＮＡ全体の自覚をうながしたい。ＮＡのメッセージは無料であっても、それをまだ苦しんでいるアディクトた

ちが受け取れるようにする費用は、けっして安いものではないのだ。ＮＡＷＳ（ＮＡワールドサービス）でも、世界各地に広が

るＮＡのサービス機関の多くでも、ここ数年の財政
ざいせい

状況はかなり厳しいものになっている。それは事実だが、しかし、ナルコ

ティクス アノニマスには、希望という絶対に枯渇することのない資源がある。 ＮＡは、回復を見いだした薬物依存者の

集まりとして、どんな困難も心をひとつにして切り抜けることができると繰り返し証明してきた。このように一時的に苦境に

陥ることがあっても、心をひとつにしてひとりひとりがささやかな貢献をすればある程度のまとまった額になり、私たちが世

界中にＮＡのメッセージを届けつづけることは可能になるのだ。そうやってひとりでも多くのアディクトが回復を見出せるよう

に努力することの価値は、ＮＡメンバーならだれだってわかっている。だからこそ今回も、「私たちの未来像に投資する」こと

によって私たちは一緒に努力できるのだ。 

ＮＡメンバーなら一度くらい、ＮＡワールドサービスに献金してみるのもいいだろう。 

もちろん、こちらでは一度といわず、何度でも受けつけている。http://www.na.org/?ID=donation-external-index. 

http://www.na.org/?ID=donation-external-index
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カリフォルニア、サンディエゴ 

2011年9月1日〜4日 一緒においでよ！  
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 ＷＣＮ：（Ｎ：ワールド コンベンション）には以下のとおり、モンテローズ・トラベルによる特別往復航空料

金が利用できます。 

・アメリカ合衆国とカナダ以外の国からＷＣＮ：にやってくる旅行者には、最高15％まで割引になります。 

・アメリカ合衆国内とカナダからＷＣＮ：にやってくる旅行者には、最高10％まで割引になります。 

最大割引料金で行くなら、www.na.org でインターネットによる予約をしよう！ 

格安航空料金 

WCNA 34 参加申込書 

名前 名字 

住所  

国名 〒（郵便番号） 

Ｅメールアドレス 電話番号 

同伴者  

パート１ - 参加登録 

     人数         料金        合計金額 

早期申し込み割引2011年3月31日締め切り    

                                   ＿＿＿＿＿ ＠79ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 

事前登録  2011年7月28日締め切り  

                            ＿＿＿＿＿ ＠79ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 

現地での登録料は、99ドルの予定          

                                            パート1の合計金額＿＿＿＿＿ ドル 

パート2  - オリジナルグッズ 

数量制限なし。商品の注文は、4月30日までにお願いします。期日を過ぎると入手できる数やサイズ
がかぎられてしまうため、早めにご注文ください。 
                数量     値段    合計金額 
特製コーヒーマグカップ                                 ＿＿＿＿＿ ＠79ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 
ユニークなデザインによる限定版。「Ｎ：がひとつになる」ことを記念してつくられました。 
刺しゅう入りＴシャツ（男性用）                               ＿＿＿ ＠20ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 
黒。綿100％。クルーネック。前中央に刺しゅう。 

男性サイズＳ＿＿Ｍ＿＿Ｌ＿＿ＸＬ＿＿ＸＸＬ＿＿ＸＸＸＬ＿＿＿ 
刺しゅう入りＴシャツ（女性用）                             ＿＿＿ ＠20ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 
3種類の糸を使用して、肌ざわりよく仕上げました。Ｖネック。前と後ろのすそに刺しゅう。 

 女性サイズ Ｓ＿＿Ｍ＿＿ Ｌ＿＿ ＸＬ＿＿ ＸＸＬ＿＿ 
プリントＴシャツ                                 ＿＿＿＿＿ ＠18ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 
黒。綿100％。クルーネック。前左側にプリント。 

男性サイズＳ＿＿Ｍ＿＿Ｌ＿＿ＸＬ＿＿ＸＸＬ＿＿ＸＸＸＬ＿＿＿ 
3種類の糸を使用して、肌ざわりよく仕上げました。Ｖネック。前左側にプリント。 

女性サイズ Ｓ＿＿ Ｍ＿＿ Ｌ＿＿ ＸＬ＿＿ ＸＸＬ＿＿ 
刺しゅう入りアウトドアシャツ                               ＿＿＿＿＿ ＠75ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 
黒。柔らかなレーヨン製。すそは水平にカット。後ろに「WCNA/Spirit of Unity」をプリント。ボタンとト
ラベルは特製。 
男性サイズ Ｓ＿＿ Ｍ＿＿ Ｌ＿＿ ＸＬ＿＿ ＸＸＬ＿＿  
男性サイズ  ＸＸＸＬ＿＿＿ ＿＿＿ ＠80ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 
女性サイズ Ｓ＿＿ Ｍ＿＿ Ｌ＿＿ ＸＬ＿＿ ＸＸＬ＿＿＿ ドル 

パート３ - コンベンションのイベント（チケット販売枚数限定） 
テーブル指定がすんでいれば、行列しなくてもいいし、友人たちと一緒に座れます。イベントの席は全

部、参加登録の日付で決められます。 

            人数      料金   合計金額 

水曜 ディナー・ボート・ハーバー・クルーズ         ＿＿＿＿＿ ＠ 65ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 

ｐｍ6:00—9:00息をのむほど美しいサンディエゴ湾をクルーズしながら、夕食とリカバリーミーティング。 

火曜 ミッドナイト・ボート・クルーズ               ＿＿＿＿＿ ＠ 35ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 

金曜ブルース・ランチョン            ＿＿＿＿＿ ＠ 45ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 

 10人用テーブル指定による金曜のブルースランチョン＿＿＿＿＿ ＠450ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 

金曜 コメディ・ショー（内容がかなりカゲキになるかもしれません） ＿＿＿＠ 30ドル ＝＿＿＿ ドル 

土曜 ジャズ・ブレックファースト                ＿＿＿＿＿ ＠ 40ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 

 10人用テーブル指定による土曜のジャズ・ブレックファースト ＿＿＿ ＠400ドル ＝ ＿＿＿＿ ドル 

土曜 ナイト・コンサート             ＿＿＿＿＿ ＠ 75ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 

日曜 サンディエゴ・パドレス （MLB野球）   

1:05 pm 3塁側外野席指定                     ＿＿＿＿＿ ＠ 35ドル ＝ ＿＿＿＿＿ ドル 

ニューカマー・ドーネーション                      ＿＿＿＿＿ ドル 

                                                                                    合計金額＿＿＿＿＿ ドル 

イベント情報 

今回も、ちょっと足をのばして楽しめるようなイベントをご用意するつもりでしたが、料金が高くて、こち

らの予算内でおさまる金額ではありませんでした。サンディエゴ観光局から提供されたウェブページに

は、サンディエゴで楽しめる多くのスポットが紹介され、団体割引をはじめとする情報が掲載されてい

ますので、ご参考にしていただければ幸いです。 

www.meetmeinsandiego.com/WCNA 

パート４ - 支払いの方法と金額 

パート１ ＿＿＿＿＿＿＿ドル ＋ パート２ ＿＿＿＿＿＿ドル ＋ パート３ ＿＿＿＿＿＿＿ドル 

 ＝ 総計 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ドル 

ＵＳドルによる支払い方法（✓を入れてください） 

□ 小切手／郵便為替(註：日本国内用のものは使えません)  

□ AMEX □ VISA □ MASTER CARD □ DISCOVER □ DINERS CLUB 

クレジットカードの番号     有効期限（西暦で）         カード裏面の確認番号 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

クレジットカー名義人の氏名     署名（サイン） 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

クレジットカードによる支払いの制限もしくは拒否に関する一切の権利は、ＷＣＮ：にあります。 

注文および予約申し込みの変更受付は、オリジナルグッズについては４月30日まで、参加申し込みとイ

ベントについては7月28日までとします。この期日を過ぎた場合、キャンセル、交換、返金には一切応じ

られません。小切手または郵便為替（註：日本国内向けのものは使えません）は、振り出し先をＷ

ＣＮ：34と指定し、以下のアドレスへ郵送してください。WCNA 34, c/o NAWS, PO Box 9999, 

Van Nuys, CA 91409,  

USAＮ：ワールドサービス社は、ここに掲載したホテル、予約センター、旅行代理店のいずれとも提携の関係はありません。あくまでも、Ｎ：メンバーたちに割引きの料金設定をお知らせすることに同意するという契約を交わしたにすぎません。 

http://www.na.org/
http://www.meetmeinsandiego.com/WCNA


ホテル予約申し込み書 
これは郵送またはFAXによる申込書です。ここに表記された料金は、7月28日以降に変更される可

能性があります。インターネットによる予約申し込みなら、即座に確認がとれます。郵便またはFAXに

よる予約申し込みでは、確認の返事が届くまでに15日〜30日かかります。 

パート１ - 連絡先 

 名前    名字＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

住所＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

国名     〒（郵便番号）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

Ｅメールアドレス    電話番号＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

同伴者＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

パート２ ー 部屋の予約 

次ページに案内があるホテルに予約していただければ、ＷＣＮ：の企画も開催も順調に進めやすく

なります。みなさんの協力で、ＷＣＮ：をＮ：ならではの特別なイベントにしようではありませんか！

申込書が届いた時点で、部屋が割り当てられます。第１希望がかなわない場合には、第２，第３

の希望で割り当てられることになります。ただし、空き室が生じた場合には、部屋が追加されることに

なっています。最新情報を知るには、ウェブサイトをご確認ください。なお、部屋を1つ以上予約する

場合には、この申込書をコピーして別に記入されるようお願いします。 

 

第1希望      第2希望     第3希望＿＿＿＿＿＿＿＿ 

到着日時         出発日時＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

特別な希望  □ 喫煙の部屋    □ ：Ｄ：が装備されている部屋  

（予約状況によって、ご案内可能） 

 

部屋の種類 □（シングル）ベッド１／ 1名または2名 □（ダブル）ベッド２ ／ 2名 

  □（トリプル）ベッド２ ／ 3名  □（クアッド）ベッド２／ 4名 

私の希望する部屋が満室である場合には、シングルにして、私の希望するホテルのひとつに泊まれる

ようにしてください。 

 

パート３ ― 予約料金 

各部屋に対しては、現金または小切手（註：日本国内用は使えません）で200ドルの予約金、

もしくはクレジットカード使用可能金額の確認証明が必要とされます。これは、キャンセルの時点、あ

るいはＷＣＮ：の30日前に請求されます。ただし、予約をしたあとでは、どの時点でキャンセルする

場合にもキャンセル料がかかることになります（これは、現金または小切手による予約金から差し引

かれるか、もしくは予約を取るのに使われたクレジットカードに請求されます）。金額については、以

下の日程に基づいて計算されます。 

2011年7月15日以前にホテル予約を取り消した場合には、50ドルのキャンセル料を請求。 

2011年7月15日以降にホテル予約を取り消した場合には、200ドルのキャンセル料を請求。 

ここに署名（サイン）することによって、自分の予約内容を確認し、以上のホテル予約規定を読ん

で了解したことといたします。 

署名（サイン＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

ＵＳドルによる支払い方法（✓を入れてください） 

□ 小切手／郵便為替（註：日本国内用は使えません） □ AMEX □ VISA □ MAS-

TER CARD 

 □ DISCOVER □ DINERS CLUB 

クレジットカードの番号  有効期限   カード裏面の確認番号 

_______________________________________ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

クレジットカード名義人の氏名   署名（サイン） 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

小切手または郵便為替（註：日本国内用は使えません）は、以下の振り出し先で指定し、以下

の住所へ郵送。 

WCNA/Conference Direct 

1900 South Boulevard, #110, Charlotte, NC 28203 

参加登録申込書のファクス送信先：704-927-1439 

インターネットによる予約申し込み：https://resweb.passkey.com/go/WCNA34 

ホテルのご案内 
ここにご案内するホテルのうち、マリオット・マリーナ、マンチェスター・ハイアット、ヒルトン・ベイフロン

トでは、ホテルの敷地内にてコンベンションのさまざまなイベントが行われることになっています。  

 ホテル名  

シングル/ダブル 

（１人部屋／２

人部屋）  

トリプル 

（３人

部屋） 

クアッド  

（４人

部屋） 

１マリオット・マリーナ（街に面した部屋） 

   マリオット・マリーナ（港に面した部屋） 

   コンベンション・センターに隣接。海辺の豪華ホテル。 

185ドル     

205ドル     

210ドル 

230ドル 

235ドル 

255ドル 

２マンチェスター・ハイアット 

   マリオット・マリーナのとなり。海辺の豪華ホテル。 
189ドル 214ドル 239ドル 

３ヒルトン・ベイフロント 

コンベンション・センターのすぐ隣。できたばかりの豪華ホテル。 
195ドル 215ドル 235ドル 

４ヒルトン・ガスランプ 

   コンベンション・センターの真向かい。ビジネスホテル。 
159ドル 179ドル 199ドル 

５エンバシー・スイーツ 

   ボリューム満点の暖かい朝食でおもてなし。全室スイート・

ルーム。 

169ドル 189ドル 209ドル 

６ホリデー・イン・オン・ザ・ベイ 

  マリーナ（波止場）とレストラン街のある通りの向かい。 
125ドル 140ドル 155ドル 

７ホートン・グランド 

   ベッド数1または2で、暖炉のある部屋。 
149ドル     

８インディゴ・ガスランプ 

  繁華街にあるモダンなビジネスホテル 
145ドル 155ドル 165ドル 

９オムニ 

   コンベンション・センターのはす向かい。野球場に隣接する

ホテル。 

159ドル 170ドル 199ドル 

10ハードロック 

  サンディエゴ中心街。ガスランプ・クオーター通り。おしゃれ

なビジネスホテル。                   

159ドル     

どうして、事前登録をするのか？ 
なぜ事前登録をするのか？皆さんは 疑問に思っているかもしれない。これまでは、事前登録を

しないメンバーを受け入れるために、資金をあえて使わざるをえなかった。みんなの献金がそれだ

け失われたのだから、イベントを登録が必要なものにしていくのもやむをえないだろう。イベントと

いっても、コンベンションセンターやドームで開催する場合と、ホテルで開催する場合とでは、かかる

費用には大きなちがいがあるのだ。 

 

 登録の料金は、今回のＷＣＮ：34開催で実際にかかる費用に少しでも近づけようとしたのだ

が、残念なことにまだその額には達していない。みなさんが、スペシャルイベントやオリジナルグッズ

の販売に協力してくれれば、足りない分を埋めることができる。そして、ＷＣＮ：の成功に少しで

も協力しようと、1月から3月のあいだに登録してくれるメンバーたちには、現地登録の金額より

20ドルの割引をおこなう。4月から7月までの事前登録であれば、10ドルの割引とする。なお、

現地登録で参加できる人数は、事前登録による空きがどれくらいあるかによって決まる。ただし、 

ニューカマードネーションによるビギナーメンバーの参加数は、少なくなってしまうだろう。 

 

 このようなわけで、みなさんにはぜひとも事前登録にご協力いただきたい。それによって今回のＷ

ＣＮ：が実行しやすくなるのだ。みなさんがＷＣＮ：でチケット購入イベントに参加するにして

も、事前登録をした日付ですでに座席が指定されている。そして木曜に行われるオリジナル・グッ

ズの販売も、この日付をみせれば、その日にショップに入場できる。これは、現地登録の場合には

金曜まで入場できない。 

 

 ＷＣＮ：ではほかにも、ダンスパーティが毎晩開かれる。そして、金曜の夜に行われるＷＣＮ

：の特別フェスティバルは、ライブステージが楽しめる「コーヒーハウス」とも呼ばれている。これ以外

にも、チケットの要らないイベントが盛りだくさんで、どれも登録料を払うことで楽しめるのだ。 

 

 さらに、今回もまた、大人1名に同伴で参加する13歳以下の子供たちのために、キッズ・バッジ

が無料で利用できるようにした。登録をしないでチケット購入イベントに参加する場合には、その

イベントの開始にあわせて建物に入場することになる。ナラノンは、コンベンションセンターのなかで

はＮ：と一緒に行動するので、参加登録票が別になる。また、ナラノンの参加登録で建物への

入場と各種ミーティングへの参加はできるが、チケットの要らないイベントや活動への参加にはＮ

：の参加登録が必要になる。 
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E-Subscribe（インタネット購読）は今すぐ 

NA Wayでは、さまざまなNAグループからミーティング

会場の写真が送られてくるのをお待ちしている。ただ

し、集まっているメンバーがどこのだれとわかる写真は

ご遠慮いただきたい。なお、写真には、グループの名

称、所在地および国名はもちろん、グループができて

からどのくらい経つのか、ミーティングの形式、そして

「ウチのグループならでは」のことなど、グループの紹

介文を添えていただくようにお願いする。 

失われた夢 
 

 僕は、実家がパン屋をしていたので、幼くしてすでに

ケーキ職人になりたいと思っていた。だが、パン屋の仕

事はケーキ作りだけではない。僕は、家の商売をひと

つひとつ覚えていった。そして、僕も大きくなったし、そ

ろそろケーキ作りを教え込もうと父が考えるころには、

すでにクスリに溺れ
お ぼ れ

て奈落の底に落ち込んでいた。そ

れから20年が経ち、クリーンになってちょうど7年が過ぎ

たあたりで（僕の理解する神とＮＡという仲間の集まり

に感謝している）、ありがたいことにふたたびケーキ作

りに興味がわいてきて、どうやらこうやら、自宅で作った

ケーキを売る商売をこぢんまりとはじめるまでになっ

た。お客さんはほとんどが仲間たち。だから、僕はＮＡ

のお祝い事のために大量のケーキを作らせてもらえ

るってわけだ！その写真を、2，3枚同封しておいた。い

つも、みんなを幸せな気分にしてあげられたら、と心を

こめて作ってるんだ。 

『メンバー紹介』 

  ＮＡ Ｗay マガジンでは、この『ホームグループ紹介』欄によって世界各国のＮＡグループのことがよくわかるように

なったこともあり、どうせなら、これからは『メンバー紹介』もしていきたいと考えている。そこで、自分も原稿を送ってみ

ようかというＮＡメンバーがいると助かる。世界中のＮＡメンバーたちに、イラストや絵画、グラフィックデザイン、写真、

キルト、編み物などで、自分のことを表現していただきたい。なにしろＮＡには、木工職人、彫刻家、折り紙作家、料理

人、刺しゅう家、タトゥー（入れ墨）アーティスト、フラワーデザイナーなどをはじめとして、ありとあらゆるタイプのアー

ディストや職人たちがいるのだ。 

 ただし、ＮＡのロゴが使われていれば、それでＮＡがイメージできるというようなものは求めていない。自分なりに創り

だしたものを送っていただきたいのだ。そうすればこちらで、ＮＡ Ｗay の誌面がみなさんの創造性で埋め尽くされるよ

うに工夫を凝らしていく。だが、当然、ＮＡの原理は優先される。アノニミティに反するような表現はもちろんのこと、政

治や宗教がらみの作品もご遠慮いただきたい。なお、作品は高解像度写真にするか、PSD、IPG、EPSなどのファイル

形式にして送られるようにお願いする。ほかにもまだ独創的
ど く そ う て き

なアイデアがあれば、編集部にご連絡いただくか、

naway@na.org 宛にeメールで投稿していただきたい。 

mailto:naway@na.org
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E-Subscribe（インタネット購読）は今すぐ 

「『NA Way』に載せて

もらえるなんて、感謝

しなくちゃ」  

「… ねたまれて  

当然だからな！」  

「ぼくは、有名

になろうなん

て気はさらさ

らなかった」  

「それが今じゃ、名声

に悩まされている！ 

電話がじゃんじゃんか

かってくるしな！」 

「そういう俗っぽいこと

は、どうも苦手でね」  

「でも、キャラクターの

使用料は取り立ててい

くぞ！」 
「ゼ・カルディンホ」は、ポルトガルのＮＡが『セレン

ディデイド（落ち着き）』というタイトルで発行してい

るニューズレターの連載コミックだ。「ゼ・カルディン

ホ」というのは、回復しつつもまだ頭が混乱してい

るアディクトにつけられたニックネーム。かっこつけ

て、正直なふりをし、おもしろい人物とみせかけて

いても、イヤミな性格が「影」のようにつきまとい、

皮肉なツッコミを入れる。ＮＡ Ｗayには、2010年10

月号に登場した。 

ポルトガルのリカバリー ニューズレター No.86 

『セレンディデイド』の許可を得て転載 
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お金の問題： 

ＮＡの経済的自立 
 

 私たちの未来像、そして他ならぬＮＡグループの第一の

目的。どちらも、ＮＡがスピリチュアルな面でめざしているこ

とであり、その実現のためにＮＡのサービスシステムが頼

りにしているものがある。それは、ＮＡでアディクションから

自由になったことで、自らの責任に目覚め、充実した日々

を送っているメンバーたちからの献金と、アディクトたちの

励みになる回復の雰囲気をかもしだすことで成長を遂
と

げ、

よく活動しているグループからの献金である。つまり、経済

的に自立するようになるということは、単に自分たちのグ

ループやエリアを支えればいいというものではないのだ。

ＮＡの経済的自立とは、ＮＡのサービスシステムに資源を

提供するということでもある。それによって、まだＮＡのこと

を知らないでいるアディクトたちに手をさしのべることがで

きるようになり、今だにミーティングが1つもない地域にもＮ

Ａの回復のメッセージが届くようになるからだ。このような

課題は必ずしも簡単に費用をかけないで実行できるという

ものではないが、それでも私たちはＮＡで回復したのだか

ら、ベストを尽くさないわけにはいかないのだ。 

 人、アイデア、お金は、私たちが努力するうえでなくては

ならないものだ。この3つがそろっていれば必ず、どの国の

アディクトにも、使わないという生き方があることを知っても

らえるようになる。2008年のカンファレンスから2010年のカ

ンファレンスまで、この2年間に取り組むべきプロジェクトの

ひとつには、経済的な自立に関するパンフレット類の改訂

があった。これは、私たちの多くがＮＡで回復したばかりの

ころにしていたやり方で、今もなおＮＡに貢献しているとい

う事実に目を向けやすくするためだ。それはつまり、私たち

がひとりのＮＡメンバーとして献金すること、それによってＮ

Ａのサービスに支払うという目的で使われる資金の流れを

つくることである。だが現実には、献金箱に入れられるお

金は、かつてほどの額にはとてもおよばないし、安定もしく

は信頼できる献金の流れもいまだかつてＮＡのサービスシ

ステムに提供されることはなかった。「私たちが回復して得

たものが多ければ多いほど、今苦しんでいるアディクトの

ために徐々に流れ落ち、ＮＡ全体の利益になる」という資

金の流れは、理想にすぎないのだろうか。 

 それでも、2010年のＷＳＣ（ワールドサービス カンファレ

ンス）での承認を受けて、『IP # 24 マネーマターズ： セルフ

サポートイン ＮＡ（お金の問題「ＮＡの経済的自立」）』と『IP 

# 28 ファンディング ＮＡサービス（ＮＡのサービスに資金を

提供する）』という2種類のパンフレットが新たに出版され

た。これによって、ひとりのＮＡメンバーとして献金すること

と、ＮＡでの資金の流れをつくることの重要性について、Ｎ

Ａ全体に自覚が芽生えることを願ってやまない。経済的な

困難がつづく今だからこそ、この2種類のパンフレットはも

のをいう。これを読んで、「私たちは自分たちの与えられる

ものを与える。ＮＡという仲間の集まりも、ひとりひとりのメ

ンバーの回復も、それにかかっているからだ」ということ

を、どうか真剣に考えていただきたい。 

 私たちが心をひとつにすれば、絶体絶命とも言えるよう

な逆 境
ぎゃっきょう

にも打ち勝つことができる。これはれっきとした事

実であり、私たちひとりひとりの回復とＮＡ全体での経験に

よって証明済みのことになっている。私たちが一致団結し

て努力しながらさまざまな資源を活用すれば、世界中のア

ディクトがみんな、自分の話す言語やなじみのある表現で

ＮＡのメッセージを読む機会に恵まれ、新しい生き方をしてい

くきっかけをつかむことができるようになる。そうやって私た

ちは自由を手にするというＮＡで約束された未来をこれから

も共有していくことができるのだ。 
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